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大阪狭山市教育委員会  



第11回大阪狭山市教育委員会定例会議議事録 

 

                令和６年（2024年）11月26日（火） 

                午後２時00分    開議 

                市役所３階   委員会室 

 

出席委員（５名） 

  竹谷 好弘  教育長 

  山田 順久  教育長職務代理者 

  河合 洋次  委員 

  井上 寿美  委員 

  内田 幸子  委員 

 

出席事務局の職員 

  寺下 憲志  教育監 

  山田 裕洋  教育部長 

  浜口 亮   こども政策部長 

  山本 泰士  こども政策部こども家庭支援担当部長 

  鶴田 善道  教育部次長兼教育政策グループ課長 

  中本 真司  教育部副理事兼教育指導グループ課長 

  塚本 浩二  こども政策部次長兼こども育成グループ課長 

  神楽所保則  教育部教育政策グループ学校給食担当課長 

  森口 健次  生涯学習グループ課長 

  岩間かおり  こども家庭支援グループ課長 

  榑本 敏彦  生涯学習グループ参事 

 

書記 

  荒川 郁代  教育政策グループ参事 

  安達奈津芽  教育政策グループ課長補佐 



議事日程 

 

開会 

    教育長活動報告 

 

議事 

 

日程第１ 議案第20号 東野幼稚園における令和７年度及び令和８年度園児 

           募集停止について 

日程第２ 報告第30号 令和６年度（2024年度）大阪狭山市一般会計補正予 

           算（第７号 教育委員会関係）について 

 

閉会 

 ○各グループの報告事項 
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教育部長（山田裕洋） 

 それでは、定刻になりましたので、教育委員

会議のほうを開催させていただきたいと思いま

す。 

 以降、教育長、よろしくお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 改めまして、こんにちは。 

 第11回ということで、教育委員会定例会議、

始めさせていただきます。 

 本日の出席委員数は定足数に達しております

ので、会議は成立しておりますことをご報告い

たします。 

 議事録の署名委員は、会議規則によりまして、

山田教育長職務代理者と河合委員の指名をいた

します。 

 教育長の活動報告でございますが、日程１ペ

ージ、入っていただきまして、11月３日、これ

は文化の日の表彰式がございました。ご出席の

教育委員さん、ありがとうございました。 

 それから、11月５日は南河内地区の市町村の

教育委員会の研修会、これ、藤井寺市のほうで

ございました。ここにもご出席いただきまして

ありがとうございました。 

 11月15日、総合教育会議がございました。次

期の教育振興基本計画と教育基本条例をテーマ

に会議を行いました。 

 その次の日ですね、こども未来フォーラムと

いうことで、これ、初めての事業でした。非常

に反響が大きく、地域未来の学習の一環として

取り組みましたけれども、非常に手応えがあっ

たというふうに捉えております。 

 11月23日、第17回産業まつりとありますけれ

ども、ここでは読書ｅプランの表彰式というこ

とで、表彰を行っております。 

 以上、主な内容でございます。よろしいでし

ょうか。 

 それでは、早速ですけれども、議事に移りた

いと思います。 

 日程第１、議案第20号、東野幼稚園における

令和７年度及び令和８年度園児募集停止につい

てを議題といたします。 

 担当に説明を求めます。 

 担当。 

こども政策部次長兼こども育成グループ課長

（塚本浩二） 

 そうしましたら、議案第20号、東野幼稚園に

おける令和７年度及び令和８年度園児募集停止

についてご説明させていただきます。 

 資料の２ページをお願いいたします。 

 大阪狭山市立幼稚園、大阪狭山市立こども園

の入園案内におきまして、受付の結果、入園希

望児が10名以下で、適切な集団保育の実施が困

難になる場合は、当該園の募集を停止すること

がありますと記載しているところでございます

けれども、令和７年度大阪狭山市立幼稚園・こ

ども園の園児募集を令和６年10月１日から10月

11日まで実施した結果、東野幼稚園における令

和７年度の３歳児の入園児数がゼロ人となり、

適切な集団保育の実施が困難となることから、

令和８年度において、東野幼稚園の園児募集を

停止いたします。また、令和７年度においても、

３歳児の入園児数がゼロ人となったことから、

園児募集を停止いたします。 

 このことによりまして、令和７年度では４歳

児、５歳児、令和８年度では５歳児のみとなり、

令和８年度に卒園される児童で最終となる状況

でございます。 

 本市といたしましては、在園される子どもた

ちの発達を保障する観点から、東幼稚園との交

流や同じ小学校区の民間保育園やこども園との

交流など、他園との交流の機会を増やし、様々

な人と関わる取組を行っていく予定にしており

ます。 

 以上、簡単な説明でございますけれども、ご
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審議のほどよろしくお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 ただいまの説明につきまして、何かご質問等

ございますでしょうか。よろしいですか。 

 ないようでございますので、本案を原案のと

おり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 本案については承認されました。 

 続きまして、日程第２、報告第30号、令和６

年度（2024年度）大阪狭山市一般会計補正予算

（第７号 教育委員会関係）についてを議題と

いたします。 

 担当に説明を求めます。 

 担当。 

教育部次長兼教育政策グループ課長（鶴田善

道） 

 それでは、日程第２、報告第30号、令和６年

度（2024年度）大阪狭山市一般会計補正予算

（第７号 教育委員会関係）についてご説明い

たします。 

 本件につきましては、予算関連の所属グルー

プが複数ございますので、教育政策グループか

ら一括してご説明いたします。 

 資料の５ページをご覧ください。 

 歳入からご説明いたします。 

 まず、国庫支出金でございますが、国庫負担

金の教育費国庫負担金、子どものための教育・

保育給付費国庫負担金（過年度追加交付金）が

92万円、国庫補助金の教育費国庫補助金、学校

費補助金、学校施設環境改善交付金が270万円

で、いずれも増額でございます。 

 次に、府支出金でございますが、府負担金、

教育費府負担金の子どものための教育・保育給

付費府負担金（過年度追加交付金）が46万円の

増額で、国庫支出金と合わせまして、合計408

万円を計上するものでございます。 

 次に、歳出でございますが、資料の６ページ

をご覧ください。 

 まず、民生費の児童福祉費、児童福祉総務費

の児童福祉管理事業の子ども・子育て支援交付

金超過交付返還金1,041万6,000円から、子育て

世帯生活支援特別給付金（その他世帯分）給付

事業の特別給付金（その他世帯分）事業費国庫

補助金超過交付返還金12万2,000円までと、７

ページの教育費の幼稚園費、子育てのための施

設等利用給付事業の子育てのための施設等利用

給付費国庫負担金超過交付返還金155万5,000円

と、同じく府負担金超過交付返還金77万8,000

円につきましては、いずれも事業費の確定に伴

い、国庫負担金、国庫補助金等につきまして、

超過交付分を返還金と計上するものでございま

す。 

 次に、７ページ、教育費の教育総務費、教育

指導費、小規模特認校事業につきましては、南

第三小学校の小規模特認校制度の導入に伴う消

耗品の購入用といたしまして166万6,000円、備

品購入費といたしまして415万8,000円を計上す

るものです。 

 次に、教育費、小学校費、小学校管理費、施

設管理事業の修繕料で50万円を計上、教育費、

中学校費、中学校管理費、施設管理事業の修繕

料で40万円、工事請負費、中学校営繕工事費で

100万円を計上するもので、中学校費、中学校

管理費、中学校教科書・指導書等購入事業につ

きましては、本年の７月に採択されました令和

７年度用使用中学校教科用図書に係る新たな指

導書購入費用といたしまして、735万2,000円を

計上するものでございます。 

 次に、教育費、中学校費、中学校整備費、中

学校整備事業につきましては、車椅子使用生徒

のエレベーター室への経路確保のための改修工

事費として552万2,000円を計上するものです。 

 なお、本改修工事につきましては、先ほどご
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説明いたしました歳入の学校施設環境改善交付

金として、補助率50％の270万円が交付される

予定となっております。 

 次に、教育費の保健体育費、学校給食管理費、

学校給食管理事業、学校給食物価高騰対策事業

補助金として330万円を計上するものでござい

ます。 

 歳出につきましては、合計１億7,336万2,000

円を計上するものでございます。 

 以上が補正予算の概要でございますが、ご質

問等ございましたら、各担当グループから詳細

についてご説明させていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 ただいまの説明につきまして、何かご質問等

ございますでしょうか。 

 河合委員。 

教育委員（河合洋次） 

 ７ページに、小規模特認校事業というのがあ

るんですけれども、主にどういうふうなものを

購入されてあるのか、教えてもらえますか。 

教育長（竹谷好弘） 

 担当。 

教育部副理事兼教育指導グループ課長（中本 

真司） 

 消耗品費といたしまして、教員のデジタル指

導書を計上しております。このデジタル指導書

を使うことによって、画面を拡大したり縮小し

たり、図形を回転させたりとか、子どもの理解

を深めるためのデジタルコンテンツをすぐ使え

るようになりますので、それを計上しておりま

す。 

 また、備品購入費といたしましては、各教室

に電子黒板を設置しようと考えております。 

 また、児童用の机の天板を拡張するための器

具、大きく広げるための器具、これを計上して

おります。 

 以上でございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 よろしいですか。 

 ほかに何かご質問ありますでしょうか。よろ

しいですか。 

 ほかにないようでございます。 

 本案を原案のとおり可決することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 本案については承認されました。 

 本日の議案は以上でございますので、これを

もちまして、会議を閉会いたします。 

                  以上 

 

会議の経過を記載し、その相違ないことを証す

るため、署名する。 

  教育委員会教育長 

 

  教育委員会教育長職務代理者 

 

  教育委員会 委員 

 

  教育委員会事務局職員 


